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研究の全体概要 

本研究の目的は，「持続可能な開発のための教育(ESD)」を通して，児童・生徒たちの行動変容(行動

能力)がいかに促進されるかを明らかにすることである。ESD を通した行動能力の育みが提唱されなが

ら、ESDの教育効果検証が十分に行われてきたとはいえない。本研究では，時系列の変化を追える評価

フレームワークの整備・構築を行い、ESDの効果検証を行う。また、ESDと行動変容に関する評価研究

が進んでいるニュージーランドやベルギーとの共同研究を通じて、国外での ESD の評価フレームワー

クが国内において応用可能か、比較検証を行う。このような横断的かつ包括的な ESD の評価研究はこ

れまでに国内で例がなく、本研究を通じて先進的な環境・教育政策の提言が可能となるだけでなく、評

価フレームワークや評価結果の公開を通じて本研究終了後も新たな知見を得ることが期待できる。 

具体的な研究計画は次のとおりである。まず、2025 年度に諸外国における研究手法を参考に、質問

紙調査やテストの開発を行う。当該分野で先進的な研究を行っているドイツやベルギー、スウェーデ

ン等の研究者からヒアリングを行い、評価手法の精緻化を目指す。さらに、ニュージーランドの研究に

学びながら、行動能力の育成の過程を明らかにするため、日本の教師を対象にインタビュー調査を行

う。 

次に、2026年度には、2025 年度に構築した評価フレームワークに基づき、定量的な手法を用いた ESD

の効果検証を行うための質問紙やテストを用いた調査を調査対象市の全ての小中学校を対象に実施す

る。児童・生徒はタブレットを用いて、オンラインで回答する。さらに 2025 年度の定性的研究結果を

国際学会で発表する。 

 最後に、2027年度には、2026年度に実施した調査結果の分析を行う。日本とベルギーの児童生徒の

行動を測定するだけでなく、筆者がこれまで行ってきた学校・教師の実践データ（質問紙調査のデータ

およびインタビュー調査のデータ）と、質問紙・テストのデータを結びつけ、定量的に両者の関連を明

らかにし、査読付き論文として成果を公表する。さらに諸外国の研究者との意見交換を通して、構築し

た評価フレームワークの妥当性や、評価結果における各国と日本との違いを検討する。作成した評価

フレームワークと評価結果は公開する予定である。 
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